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生活習慣病危険因子に及ぼす歩行、体重変化の影響 

―2 年間ウォークラリーによる検討― 
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【目的】2年間の体重変化と歩行量が生活習慣病の危険因子にどのように関与するか検討した。 

【対象・方法】2016 年度、2017 年度に毎月の歩数を全て登録し、2016 年度健診結果で非肥満

（BMI25未満）であった 629名を対象とした。その後 2年間の空腹時血糖値、収縮期血圧、中性

脂肪、LDLコレステロール、クレアチニンの変化が、体重の増減および 1日歩数 8000歩以上未満

で分けた 

4群で差異があるか検討した。 

【結果】空腹時血糖値は［体重減少＆8000歩以上］群のみで 

有意(p<0.05)に低下していた。収縮期血圧、中性脂肪、クレアチニンは 

［体重増加＆8000歩未満］群のみで有意（p<0.01）に上昇していた。 

LDL コレステロールは［体重増加＆8000 歩未満］群で有意(p<0.01)に上昇し、［体重減少＆8000

歩未満］群で有意(p<0.05)に低下していた。 

【結語】体重変化と 1 日歩数は独立して生活習慣病危険因子に関与しており、体重管理とともに

運動指導の重要性が実証された。 

 


